
科目 講師 提出
25年 月 日

学科 学年
前期
後期

＜講義目的＞ この教科を学び、どのような力・知識が身に付くのか。

<講義概要>

講義 80 ％ 演習 20 ％ 実習 ％

＜到達目標レベル（何を、どのレベルに）＞

＜レッスンプラン（時限ごとの項目スケジュール概要）＞

回

＜授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）＞

＜成績評価方法・基準＞

その他（　　　％）

↳ （ ）

＜教員紹介＞

（株）JTBで店長を経験後、経営企画・販売促進や社員教育講師として人材育成を担当。　訪日科クラス担任を８年間経験。

レポート（　5 ％）

評価方法 講義時限内 実技試験（　　　％） 受講態度（　5　％） 作品（　　　％）

15 試験前復習　確認問題
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

各回に予告する次回学習範囲のテキストを事前に読んで参加してください。

試験と 試験期間中 評価
方法

筆記試験（　　90　％） 小テスト（　　　　　％）

13 レンタカー　/　海外旅行保険　/　外国人の日本出入国　/　税関手続　/　検疫手続 ⑤海外旅行実務

14 旅行関連業界・組織・旅行業界用語　　/　試験前復習 ⑤海外旅行実務

11 ホテル　　種類と特徴/客室のタイプ/設備・眺望/ホテルの朝食/ホテルの料金 ⑤海外旅行実務

12 海外での食事・レストラン・メニュー・名物料理 ⑤海外旅行実務

9 鉄道②　ヨーロッパの鉄道時刻表/米国・カナダ・アジアの鉄道　DVD視聴 ⑤海外旅行実務

10 船舶（クルーズ）　　観光周遊船の種類/クルーズの人気・クルーズライフの留意点　DVD視聴 ⑤海外旅行実務

8 鉄道①　ヨーロッパの鉄道と日本の鉄道との比較/ユーレイル周遊パス・列車の設備　DVD視聴 ⑤海外旅行実務

6 航空①　航空会社/都市コード・空港コード/国際航空運賃 ⑤海外旅行実務

7 航空②　手荷物/コードシェア便/アライアンス/最少乗継時間 ⑤海外旅行実務

4 時差②　★時差関連用語の確認　２地点間の時差・相手の現地時刻
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

5 時差③　★時差関連用語の確認　２地点間の所要時間/出発時刻・到着時刻　確認問題
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

3 時差①　標準時刻と時差・時刻表の見方・夏時間・GMTへの換算
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

1 学習目的・内容、授業の進め方の説明　/（課題）あなたが行ってみたい国は？
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

2 課題発表　/　母国以外で行ってみたい国　その理由　お勧めの観光地・名物料理・お土産・現地情報
⑤海外旅行実務
大きな文字の地図帳

＜授業計画全体における講義・演習・実習の割合＞

人気・魅力のある他国の旅行事情を知り、日本・母国と違った幅広い知識が持てるレベル
時差の基礎を学び、移動や日程作成・手配上の注意が理解できるレベル
鉄道や船舶の特徴を知り、魅力やお勧めポイントが理解できるレベル
ホテル選択に重要なランク・客室タイプ・眺望の違いが理解できるレベル
他国の名物料理や食事の基本ルールを理解できるレベル

授業計画 テキスト・使用資料その他 学生PC利用

海外旅行実務に関連する基礎（時差・航空・鉄道・船舶・ホテル・食事・出入国手続）を学び、グローバルな業務知識と理解を広げます。

テキスト第３部「旅行実務」を中心に学びます。　確認問題や関連する画像や動画を使って学びます。
カタカナや英語の用語が多いですが、説明・確認しながら進めます。

<授業の進め方>

　　講義　　　　　グループワーク　　　　　実技・演習　　　　　フィールドワーク　　　　　実習　
　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

国際観光ビジネス訪日科 2年
○ 講義時限数 15

単位数 2

2025年度　シラバス＆レッスンプラン

海外旅行実務 福永里美
1 17

授業の方法 講義


